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1 導入と環境構築
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1. FPGAとは？

FPGAとは、「Field Programmable Gate Array」の略
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• FPGAの特徴、プログラマブルで自由に論理回路を組み合わせることができる。
組み合わせることで目的とする論理回路を実現できる。

• 昔は、目的の回路を実現するには、ロジックICをいくつも組み合わせるかASIC
（IC）を作る必要があった。



2. FPGAの市場

FPGAの市場には、2代巨塔が存在している。

ザイリンクス社

インテル（旧アルテラ）社

• FPGAメーカは、ザイリンクス社かインテル社（2社の合計で88%にもなる）
• 知名度も圧倒的に、この2社。microsemi？聞いたことないと言われる。
• 上記2社以外のFPGAメーカは、その他に分類される。その他をすべて合わせて
も12%にしかならない。

FPGA市場
2014年調べ

マイクロセミ（旧ACTEL）社
（比率としては数%）
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3. Microsemi社FPGAの特徴

Microsemi社のFPGAと一般的なメーカのFPGAの特徴を比較
すると以下のようになる。

• Microsemi社のFPGAは、「低消費電力」「放射線耐性が強い」という特徴か
ら、宇宙業界ではよく使われている。
（ザイリンクス社のFPGAも使われている。インテル社はほぼ無い。）
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項目 Microsemi社
ザイリンクス社
インテル社等

FPGA種別 Flashタイプ SRAMタイプ

長所

・低消費電力
・放射線耐性が強い
・ロジックがFlashで記録されて

いるため、コンフィギュレーショ
ンROMが不要

・高速
・ライブラリや文献が充実

欠点

・ライブラリや文献が少ない
・低速

・大消費電力
・電源OFFするとロジックが消え

るため、コンフィギュレーション
ROMが必要
・放射線に弱い



4. Microsemiのアカウント作成

まず、Microsemiのアカウントを作成する。

5

https://www.microsemi.com/

• Microsemi社の公開しているソフトウェアやライセンス取得には、アカウント
が必須なので、まずはアカウントを作成すること。

ここを押す

New User

FPGAs & SoCs Documents, Support Cases and Software Licenses

を選択する



5. Microsemiのマイページ

アカウントを作成し、マイページにログインする
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• マイページで出来る大きな機能としては、「case質問」と「ライセンス申請」の
２つがある。

• ログインした状態であれば、microsemiのリリースしているソフトウェアをダ
ウンロードすることができる。

Caseと呼ばれる単位（非公開のスレッド）で、質
問をすることが出来る。Microsemi社の担当が
回答してくれる。

FPGA開発に必要なライセンスを申請すること
が出来る。無償も有償もここから申請できる。



6. Microsemi社の開発環境

Microsemi社用のFPGA開発環境として、LiberoSoCがリリース
されている。
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https://www.microsemi.com/product-directory/design-resources/1750-libero-soc#downloads

• LiberoSoCを使用してロジック開発を行う。
• LiberoSoCで出来ることHDL言語によるロジック開発、論理合成、コンパイル、
シミュレーション、遅延ありシミュレーション、ファームウェア生成等

• 無償版では、VHDL+Verilog混合でのシミュレーションはできないので注意。



7. Microsemi社の開発環境

LiberoSoCのバージョンによる違い
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https://www.microsemi.com/product-directory/design-resources/1750-libero-soc#device-support

• 最新バージョンv12.0を使用しようとすると、使用したいFPGAに対応していな
い可能性があるので注意。ProAsic3などを使用する場合は、v11.9以前の
バージョンを使用すること。

• PolarFireを使用したい場合は、v12.0を使用すること。



8. Microsemi社の開発環境

LiberoSoCのダウンロード
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• 下記URLから、LiberoSoCをダウンロードし、インストールする。

• ちなみに、64bitPCでなければ動作しないので注意すること。32bitPCでは動
作しない。

https://www.microsemi.com/product-directory/design-resources/1750-libero-soc#downloads

ダウンロードするLiberoSocのバー
ジョンに注意すること。
SPは、サービスパックの略で、本

体にパッチを当てるものなので、
本体ではないので注意。



9. ライセンスの種類

4つのライセンスの種類がある。
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• 無償で取得できるのが、「Sliver」ライセンス。「Evaluation」はお試し？ライセ
ンスだった気がする（無償で申請可能）。

• 「Gold」「Platinum」は有償のライセンス。
• 基本的にゲート数が多いか特殊なFPGAは、有償のライセンスが必要となる。

https://www.microsemi.com/product-directory/design-resources/1711-licensing

無償ライセンスで使用可能なデバイス
（昔はGoldも無償だった。。。）



10. ライセンスの申請

マイページにて「Licenses & Registration」をクリックする。
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• マイページの左側にある「Licenses & Registration」を押し、ライセンス申請
画面へ移動する。

• 無償ライセンス（Silver）を申請するには、「Request Free License」ボタンを押
す。

無償ライセンス（Silver）を申請するには、
このボタンを押す。

有償ライセンスか申請用のIDを持ってい
る場合は、この欄とボタンを使用する。

ここを押す



11. ライセンスの形態

「Free 1 Year Linceses」から選択する。
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• Floating Licenseは、ライセンスサーバを立ててMAC IDで認証するタイプの
ライセンス。LinuxでLiberoSocを使用したい場合は、このライセンスを選ぶし
か無い。

• Node-lock Licenseは、HDDのユニークIDで認証するタイプのライセンス。特
になければ、このライセンスがオススメ。PCごとにライセンスが必要。

• 有償だとUSBドングル（Windowsのみ）とかMAC ID認証の形態がある。
• Windowsは、FloatingとNode-lockのどちらでもOK。

主にココを利用する。



12. ライセンス申請時の注意点

ライセンス申請時の注意点として、

• ライセンス発行までに時間がかかる。公式には、約45分以
内となっている。

• ライセンスは発行されるとメールで送られて来るが、マイ
ページからダウンロードすることも出来る。ただし、発行さ
れる前にマイページからダウンロードしても使えないので
注意。

• Microsemiアカウント作成直後にライセンス申請すると、な

ぜかいつまで経ってもライセンスが送られて来ないことが
ある、、、

（その場合は、別の人に申請をお願いすると良い。）
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13. ライセンスの登録

発行されたライセンスを登録し、LiberoSocを起動する。

1. LiberoSocと共にインストールされている「Microsemi
License utility」を起動する。

2. 「Add License File…」を押し、発行されたライセンスファイ
ルを選択する。

3. LiberoSocを起動する。
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ここを押す

• LiberoSoc起動時にエラー（-15,-15…）とかが表示される場合は、ライセンス
ファイルが認識されていない。

• 日本語パスが含まれない場所にライセンスファイルを置いておくこと。また、
microsemiで発行したライセンスが有効になっていることを確認する（メール
で送られて来ているのであれば有効になっているハズ）。


